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Long Short-Time Memory)を用いた再帰型ニューラルネットワーク(RNN: Recurrent 
Neural Network)モデル（以下，LSTM-RNNモデル）を構成して行動を判定した。実験
は，本学附属牧場で 2017年 1月 10日から 17日の間，黒毛和種の雄牛６頭の首輪に
IMUと磁気方位センサを取り付けて行った。その際のサンプリング間隔は 0.05 s(20 
Hz)で，Bluetoothを使いデータをパソコンに送ることによって上記のモデルの学習を
















て行い，コンピュータにデータを記録した。実験に供試した牛房の面積は 80 m2 (= 8 
m×10 m)で，異なる月齢の牛に対する認識結果を比較するため，月齢 10箇月～22箇
月の牛を用いて 2017年 1月および 2018年 1月に調査した。その結果，検出精度は月











ドウサイズ32, 64, 128, 256（データウインドウの時間幅はそれぞれ1.6, 3.2, 6.4, 12.8 s）
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